
令和５年度　環境情報協議会　市町村田園環境整備マスタープラン　概要表

　第３次七飯町総合計画に位置づけられている「自然・共生　豊かな自然と共生する

「ともに生きる福祉環境都市をめざして」 環境配慮区域 まちづくり」において河川については環境に配慮し、良好な水辺空間を創造する多自 七飯町総合計画

然型川づくりなど豊かな生態系の保全を図る。

　環境整備、保全対策については、ごみや農業廃棄物、家畜ふん尿処理など資源と

してリサイクル運動を推進することとしており、町、農協、畜産農家、耕種農家が連携

した地域の資源循環システムを構築する。

自然と共生た災害に強い町づくりを実現するため、開発の際には土地利用の適正化と

特に定めてはいない 環境配慮区域 各地域間の調整に努め、自然と親しむ環境づくりや豊かな自然環境の保全をするとと 第６次木古内町振興計画

 もに、良好な生活環境の確保を図る。　

　特に、家庭排水、工場排水等の浄化の推進、農薬・科学肥料の適正使用、ゴミの

ポイ捨て・不法投棄の防止、水辺の自然環境の保全を図る。

・自然環境の保全と山地災害の防止を図り、野生動物の保護と活用に努める。地域

特に定めてはいない 環境配慮区域 環境や自然を守るための省エネルギーへの取り組み、クリーンエネルギーやバイオ 第２期八雲町総合計画

マスの活用に向けた研究を推進する。造林や地すべり対策などの治山治水対策を

推進するとともに、河川の自然回帰機能を生かした適切な河川整備に努める。

・身近な公園や自然とふれあう環境、親水空間づくりなどの適正な配置を進める

一方、その指針となる緑の基本計画を策定し、計画的な事業の推進を図る。町民

生活に身近な公園などに関しては、利用者である町民が主体的に考え、管理

できる体制を整え、利用しやすい環境を整える。

・畜産経営に起因する環境問題の防止と家畜ふん尿のリサイクル利用を推進する

ため、家畜ふん尿処理利用施設の整備やシートなどによる簡易で低コストな家畜

ふん尿処理を推進する。また、有機質資源である家畜ふん尿は、堆肥化等による

農地への適切な還元を基本とするとともに、種わら・籾殻との交換など他業種との

連携を図りながら環境にやさしい資源循環型リサイクルシステムの構築を図る。

八雲町

キャッチフレーズ 事業実施地区に係る区域等 環境保全目標・基本方針等 地域の整備計画との関連

資料５

木古内市

キャッチフレーズ 事業実施地区に係る区域等 環境保全目標・基本方針等 地域の整備計画との関連

七飯町

キャッチフレーズ 事業実施地区に係る区域等 環境保全目標・基本方針等 地域の整備計画との関連


